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ナチュラルミネラルウォーター規格 

STANDARD FOR NATURAL MINERAL WATERS 

CXS 108­1981 

採択 1981 年、改訂 1997、2008 年、修正 2001、2011、2019 年 

 

 

１．適用範囲（SCOPE） 

本規格は食品として販売に供されるすべての包装されたナチュラルミネラルウォー

ターに適用する。他の目的のために販売しあるいは使用するナチュラルミネラルウォ

ーターにはこれを適用しない。  

 

２．解説 （DESCRIPTION） 

2.1 ナチュラルミネラルウォーターの定義（Definition of natural mineral water） 

ナチュラルミネラルウォーターは以下の理由により、通常の飲用水とは明らかに区

別できる水をいう：  

   a)  特定の金属塩の含有量とその金属塩の相関的な比率及び微量元素の存在もしく

は他の成分の存在によって特徴づけられていること；  

   b)  自然に、あるいは削泉によって地下の地下水支持層から直接に源泉として得られ

るものであり、保護周辺の中でナチュラルミネラルウォーターの化学的及び物理

的性質に対するいかなる汚染、又は外部からの影響をも避けるために、可能なあ

らゆる予防手段をとらなければならないものであること；  

   c)  小規模な天然の変動サイクルが起こるのを考慮するのは当然として、その組成が

一定しており、又その湧出量と温度が安定していること；  

   d)  源泉の微生物学的な純粋性及び本質的成分の化学組成が保証されるような条件

下で採水されたものであること；  

   e)  特別な衛生上の予防策を講じた上で源泉の湧出地点のすぐ近くで容器詰めされ

たものであること；  

   f)  本規格で認可されている処理以外のいかなる処理も受けていないこと。  

 

2.2 補足的な定義 (Supplementary definitions) 

2.2.1 天然炭酸入りナチュラルミネラルウォーター  

「天然炭酸入りナチュラルミネラルウォーター」とは、セクション 3.1.1 による可

能な処理及びその源泉からのガスの再注入の後、また通常の技術的公差を考慮に

入れて容器に入れた後に、標準状態の温度と圧力の下で自発的かつ目に見える状

態で放出されるものと同じ二酸化炭素の含有量をもつナチュラルミネラルウォー

ターをいう。  

2.2.2 非炭酸ナチュラルミネラルウォーター 

「非炭酸ナチュラルミネラルウォーター」とは、天然の状態、及び  セクション 3.1.1 

による可能な処理の後、並びに通常の技術的公差を考慮に入れて容器に入れた後

に、その水の中に溶存している重炭酸塩類を保つに必要な量を超えて遊離二酸化
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炭素が含まれていないナチュラルミネラルウォーターをいう。  

2.2.3 脱炭酸ナチュラルミネラルウォーター  

「脱炭酸ナチュラルミネラルウォーター」とは、セクション 3.1.1 による可能な処

理の後、及び容器に入れた後に、湧出時より低い二酸化炭素含有量をもち、更に

標準状態の温度と圧力の下で自発的かつ目に見える状態で二酸化炭素を放出する

ことのないナチュラルミネラルウォーターをいう。  

2.2.4  源泉の二酸化炭素で強化したナチュラルミネラルウォーター 

「源泉の二酸化炭素で強化したナチュラルミネラルウォーター」とは、セクション

3.1.1 による可能な処理の後、及び容器に入れた後に、湧出時より高い二酸化炭素

含有量をもつナチュラルミネラルウォーターをいう。  

2.2.5 炭酸入りナチュラルミネラルウォーター 

「炭酸入りナチュラルミネラルウォーター」とはセクション 3.1.1 による可能な処

理の後、及び容器に入れた後に、源泉以外に由来する二酸化炭素の添加により発

泡するようにされているナチュラルミネラルウォーターをいう。  

 

2.3 承認（Authorization） 

ナチュラルミネラルウォーターは、湧出国の管轄公的機関によりナチュラルミネラ

ルウォーターと認定されなければならない。  

 

３．組成と品質要件 （COMPOSITION AND QUALITY FACTORS） 

3.1  処理と操作 (Treatment and handling) 

3.1.1 認可処理には、デカンテーション及び／又は濾過による鉄、マンガン、硫黄又は

ヒ素含有化合物のような不安定成分の分離を含むが、必要とあればエアレーショ

ンの前処理によりそれを促進する場合も含む。  

 

3.1.2 上記  セクション 2.2.1、2.2.2、2.2.3、2.2.4、2.2.5 及び  3.1.1 に規定する処理

は、その水の特性となっている本質的な成分をなすミネラル分の含有量を改変さ

せないという条件の下でのみ実施することができる。  

 

3.1.3 容器に入れる目的、もしくは容器に入れる以前のいかなる工程の目的であろうと、

ナチュラルミネラルウォーターをバルクコンテナーで輸送することを禁止する。 

 

3.2 特定物質の健康関連限界値 (Health-related limits for certain substances) 

容器に入れた状態にあるナチュラルミネラルウォーターには、以下の物質が以降の

量を超えて含まれてはならないものとする。  

3.2.1  アンチモン  0.005 mg/L  

3.2.2  ヒ素     0.01 mg/L 総ヒ素として算出  

3.2.3  バリウム   0.7 mg/L 注１）   

3.2.4  ホウ酸塩   5 mg/L ホウ素として算出  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         
注１） FAO/WHO で決定される適切な科学機関で新たな科学的根拠が示されるまでペンディング  
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3.2.5  カドミウム  0.003 mg/L 

3.2.6  クロム    0.05 mg/L  総クロムとして算出  

3.2.7  銅      1 mg/L 

3.2.8  シアン化物  0.07 mg/L 

3.2.9  フッ化物   セクション 6.3.2 参照  

3.2.10  鉛      0.01 mg/L 

3.2.11  マンガン   0.4 mg/L 

3.2.12  水銀     0.001 mg/L 

3.2.13  ニッケル   0.02 mg/L 

3.2.14  硝酸塩    50 mg/L 硝酸塩として算出  

3.2.15  亜硝酸塩   0.1 mg/L 亜硝酸塩として算出  

3.2.16  セレン    0.01 mg/L 

セクション７に規定する方法に従って検査した場合、以下の物質は定量限界未

満であるものとする注２）。  

3.2.17 界面活性剤  

3.2.18 農薬類及び PCB 類  

3.2.19 鉱油 

3.2.20 多環芳香族炭化水素類  

 

４．食品添加物（FOOD ADDITIVES） 

  炭酸入り製品製造のための二酸化炭素添加以外に添加物を含まないこと。  

 

５．衛生 （HYGIENE） 

5.1 本規格の条項に包含される製品は、行動規範―食品衛生の一般原則（CXC 1­1969）

及びナチュラルミネラルウォーターの採水、処理及びマーケティングに関する行動

規範（CXC 33­1985）に従って調製することを勧告する。  

 

5.2 源泉もしくは湧出地点は環境汚染の危険から保護されるものとする。  

 

5.3 ナチュラルミネラルウォーターの生産に充てる設備は、いかなる汚染の可能性をも

排除するようなものとする。この目的のために、又とりわけ；  

 a) 採水用の装置、配管及び貯水槽はその水に適合する材質で作られており、又その水

の中に異物が入り込まぬような方法で作られているものとし；  

 b) 設備とその生産時の取扱、特に洗浄と包装用の装置は衛生要件に合致するものとし

；  

 c) もし、生産中にその水が汚染されていることが発見された場合、生産者は汚染の原

因が除かれるまですべての作業を停止するものとし；  

d) 上記各規定の遵守については、原産国の要件に従って定期的に検査を受けるものと

する。  

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         
注２） 関連する ISO の方法による 
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5.4 微生物学的要件 (Microbiological requirements) 

市場にある間、ナチュラルミネラルウォーターは、ナチュラルミネラルウォーター

の採水、処理及びマーケティングに関する衛生行動規範（CXC 33­1985）の付属書

I の規定された微生物基準に従わねばならない。  

  

６．包装 （PACKAGING） 

ナチュラルミネラルウォーターは起こり得る偽和及び汚染からの保護に適し、気密に

密封した小売容器に包装するものとする。  

 

７．表示 （LABELLING） 

包装食品の表示に関する一般基準（CXS 1­1985）に加えて以下の各規定を適用するも

のとする：  

7.1 製品の名称 (The name of the product) 

7.1.1 製品の名称は「ナチュラルミネラルウォーター」とするものとする。  

7.1.2 セクション 2.2 に従って以下の名称を使用するものとする。また、適切な記述的

用語を同時に使用することができる（例えばスティル及びスパー   クリング）。 

  ・天然炭酸入りナチュラルミネラルウォーター  

  ・非炭酸ナチュラルミネラルウォーター  

  ・脱炭酸ナチュラルミネラルウォーター  

  ・源泉の二酸化炭素で強化したナチュラルミネラルウォーター  

  ・炭酸入りナチュラルミネラルウォーター  

 

7.2 名称と所在地 (Name and address) 

源泉の場所及び源泉の名称を明示するものとする。  

 

7.3 表示の付加要件 (Additional labeling requirements) 

7.3.1  化学組成 

製品の性格を成す分析組成値をラベル上に明示するものとする。  

7.3.2 製品が１mg/L 以上のフッ化物を含む場合、以下の用語を、ラベル上で製品名の

一部として、又はそのごく近くに、若しくは目に立つ場所に明らかに示すものと

する：「フッ化物含有」。これに加えて、その製品が 1.5 mg/L を超えてフッ化

物を含む場合、以下の文章をラベル上に含めなければならない：「本製品は幼児

及び７才未満の児童には適しません」  

7.3.3 ナチュラルミネラルウォーターがサブセクション 3.1.1 の付加条項に従って処理

された場合、その処理の結果をラベル上に示すものとする。  

 

7.4 表示禁止事項 (Labelling prohibitions) 

7.4.1 医薬的（予防的、緩和的又は治療的）効果に関する主張は、本規格に含まれる製

品の性質についてこれを行ってはならないものとする。消費者の健康に関して有

益なこれ以外の効果に対する主張は、それが真実でなく、また誤解を生ずるとき

はそれを行ってはならない。  
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7.4.2 地方名、村名または指定地名は、その商品名に選ばれた場所で採水されたナチュ

ラルミネ  ラルウォーターを指すのでなければ、その商品名の一部を成すことが

できない。  

7.4.3 販売を行う場合、ナチュラルミネラルウォーターの環境、源泉、成分組成及び特

性に関し、公衆の心理に混乱を作り出すような記述又は絵入りの意匠の使用、も

しくは公衆を惑わす何等かの方法の使用は、いかなるものもこれを禁止する。  

 

８．分析方法とサンプリング （METHODS OF ANALYSIS AND SAMPLING） 

分析とサンプリングの方法に関する関連 Codex 文書を参照のこと。  


